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展覧会受賞作品

４
年
に
一
度
の
現
地
公
開

５行事のうちの太鼓田植を行っている様子

C
u
ltu

ra
l a

sse
ts

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

庄
原
市
の
新
し
い
重
要
文
化
財

山
供
養
田
植
は
、不
慮
の
死
に
あ
っ

た
牛
馬
の
霊
を
供
養
し
、現
在
飼
育

し
て
い
る
牛
馬
の
安
全
と
五
穀
豊
穣
・
家

内
安
全
を
祈
願
す
る
祭
り
で
す
。

　
東
城
町
の
塩
原
・
内
堀
・
粟
田
地
区
に
ま

た
が
る
大
飯
が
辻
山（
標
高
１
０
４
０
㍍
）

に
あ
る「
大
仙
神
社
」は
、古
く
か
ら
近
隣

の
大
山
信
仰
の
中
心
と
な
り
大
規
模
な
祭

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
田
植
踊
り
・
供
養
行
事
・
し
ろ
か
き
・
太

鼓
田
植
・
お
札
納
め
の
５
行
事
か
ら
構
成

さ
れ
、小
奴
可
地
区
芸
能
保
存
会
が
主
体

と
な
っ
て
現
在
に
引
き
継
い
で
き
ま
し
た
。

　
４
年
に
一
度
の
貴
重
な
機
会
に
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と
き
　
5
月
30
日（
日
）11
時
開
会

と
こ
ろ
　
東
城
町
塩
原（
石
神
社
前
）

問
い
合
わ
せ

小
奴
可
地
区
芸
能
保
存
会（
事
務
局
）
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財
城
町
大
佐
の
久
保
善
博
さ
ん
が
、平

成
22
年
3
月
10
日
付
け
で
庄
原
市

重
要
文
化
財（
無
形
文
化
財
　
日
本
刀
製

作
技
術
者
）と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。久

保
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、平
成
元
年
に
無

鑑
査
刀
匠
吉
原
義
人
氏
に
入
門
し
、刀
匠

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、平
成
６
年
に
島
根
県
横
田
町（
現

奥
出
雲
町
）へ
移
住
し
作
刀
活
動
を
開
始

さ
れ
、同
年
、初
出
品
作
が
新
作
刀
展
覧
会

で
優
秀
賞
と
新
人
賞
を
受
賞
。そ
れ
か
ら

も
日
本
美
術
刀
剣
保
存
会
新
作
刀
展
覧
会

太
刀
・
刀
の
部
で
14
年
連
続
入
賞
し
、そ
の

内
特
別
賞
を
５
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。近

年
に
お
い
て
も
、第
4
回
備
前
長
船
お
守

り
刀
展
刀
身
の
部
で
1
席
と
2
席
を
独
占

す
る
な
ど
、輝
か
し
い
功
績
を
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
13
年
に
は
西
城
町
大
佐
に
善
博

日
本
刀
鍛
錬
場
を
開
き
、日
本
刀
の
製
作

に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、古
来
の
刀

鍛
冶
な
ど
の
幅
広
い
研
究
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
日
本
刀
製
作
技
術
」

「
塩
原
の
大
山
供
養
田
植
」

大

西

文化財の指定を受けた久保善博刀匠

　
５
千
円
以
上
の
寄
附
を
い
た
だ
い

た
方
に
は
、広
報
紙
を
１
年
間
お
届
け

し
ま
す
。　
３
万
円
以
上
の
寄
附
を
い

た
だ
い
た
方
に
は
、広
報
紙
と
併
せ
て
、

「
市
史
・
町
史
誌
」ま
た
は
、「
庄
原
産
木

材
で
制
作
し
た
木
の
器
」の
中
か
ら
ご

希
望
の
い
ず
れ
か
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.c

ity
.sh

o
b
a
ra

.h
ir

o
sh

im
a
.jp

/

）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

財
政
課
理
財
係（
鈎
0
8
2
4
‐
7
3
‐

1
2
0
2
）ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

※ふるさと納税制度がスタートした平成20年７月から平成21年度末までの累計です。

① 自治及び協働に関する事業

② 産業及び交流に関する事業

③ 環境、基盤及び定住に関する事業

④ 保健、福祉及び医療に関する事業

⑤ 教育及び文化に関する事業

⑥ 重点戦略プロジェクトに関する事業

⑦ 財政健全化への取り組みに関する事業

⑧ 指定事業なし
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520,800 
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70,800 

1,378,800 

4,628,324 

130,800 

555,800 

14,457,000 

22,815,624 

指定事業の区分 申込件数 寄附金額（円）

合　　計

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

2
2
8
1
万
円

お
お
　
い

つ
じ  

や
ま

し
お

は
ら

　
大
阪
府
松
原
市
在
住
の
川
上
星
季
さ

ん（
72
）が
４
月
８
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
と
し
て
１
０
０

万
円
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。小
中
学
生

の
こ
ろ
に
庄
原
市
内
に
疎
開
し
て
い
た

川
上
さ
ん
は
、当
時
の
同
級
生
か
ら
受

け
た
恩
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、そ

の
時
の
感
謝
の
気
持
ち
を
庄
原
市
へ
の

寄
附
と
い
う
形
で
示
さ
れ
ま
し
た
。川

上
さ
ん
か
ら
、「
思
い
出
の
地
の
た
め
に

市
で
有
効
に
使
っ
て
ほ
し
い
。」と
寄
附

金
を
手
渡
さ
れ
た
滝
口
市
長
は
、「
貴
重

な
浄
財
を
有
効
活
用
し
た
い
。」と
感
謝

状
を
送
り
、市
の
発
展
の
た
め
に
役
立

て
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　「
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
」・「
応
援
し
た
い
庄
原
」へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
る
寄
附
金
の
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
し
ま
す
。

平成20年７月～平成22年３月までの寄附状況

（１袋は30㎏・消費税込み）

10ａ

１袋

１袋

１袋

10ａ

一連作業

うるち生籾

うるち籾

もち籾

バラ籾

23,500円

1,260円

700円

1,000円

10円

3,500円

お問い合わせ　農業委員会事務局　鈎0824-73-1133

作業区分 単　位 条　　件 金　　額 作業区分 単　位 条　　件 金　　額

農作業賃金
（賄いなし）

耕　　　起

代　か　き

田　植　機

防　　　除

１日

１時間

10ａ

10ａ

10ａ

10ａ

男女共実働８時間

男女共

通　常

植代かき

手直しなし

農薬代は別

8,000円

1,000円

7,200円

11,000円

7,200円

2,100円

コンバイン

乾燥調整

籾殻処理

籾運搬料

調整のみ

参考　草刈り料金 （一人当たり：シルバー人材センター）
※原則２人以上で対応
●１時間＝約1,700円　●交通費１日　200円

○実際の運用は、地域差、作業時間などを考慮し、双方で
よく話し合って決めてください。

○コンバイン作業において，倒伏・強湿田については、追
加料金が必要となる場合があります。

標 準 農 作 業 料 金平成22年度
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ろ


